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編集後記

編 集 後 記

3年半程,物性研究の編集長 としてお世話してきましたが,この度川畑氏にバ トン ･

タッチすることにな りました｡物性研究誌は先に10周年記念号を出したばか りだから

発刊以来の レさの期間を本誌と共にすごしたわけであります｡その間財政難や人手不足

の問題等にしょっちゅう追いまわされてきた感 じがします｡このうち財政難の問題はま

だ解決されておらず,今,編集長の役を降りることでホットすると共に,次期編集長に

多大な御苦労をおかけすることになるのだと思ってお ります｡

思い出しますと,編集委員会■は割合と無遠慮に好きなことをやってきたようです｡境

界額域特集等の企画のときには無料の依頼原稿をたくさん集めました｡愉快なことに,

早川さんに原稿をお願いしたときは,物性研究は無料だから書いてあげようといわれた｡

成程,はした金の原稿料をもらって注文に応 じて書くより,好きなように書いて,研究

者に話 しかけることの方が気が楽だということでしょうか｡又,講義蘇等は読者には好

評のようですが,講義録作成者にとってはなかなかしんどい仕事です｡その報酬が現在

では驚 く程わずかです｡これも作成者が自分の勉強になると思って下さるので,やれて

いることなのでしょう｡各地編集員の方々には,恒常的に ｢物性研究｣にっなぎとめて

いるにもかかわらず,お礼はわずか 1カ月 300円です｡このように,この雑誌はさま

ざまな好意が集まって出来ていることがわかります｡つい先日,物性研究の編集部が主

催 して ｢生態学の将来｣という題で座談会をしました｡出席された方々は,非常に広範

囲の分野におけるトップクラスの研究者ばかりです｡研究者自身が編集員であり編集長

であるために,研究者仲間の意識が多分働いて商業誌では真似の出来ない多くの人達を

ほとんど経費をかけないで集めることが出来るのだという気がします｡いずれこの記録

は本誌に掲載される予定ですので楽しみにしてお待ち下さい｡

ある時,この雑誌の存続 ･廃止に関する議論が出たことがありましたが,こうしてみ

ると,これ程ユニークな雑誌は他から生れてきそうにないので,続けてほしい気がしま

す｡本誌は今後時代の流れに応 じてその性格を変えてゆくでしょう｡研究会報告やレビ

ュー的なものが多く載せられる傾向にあります｡それはそれで,時代の要求なのだから
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良いのでしょう｡ でもやはり,投稿原稿がなくなることのないよう期待します｡雑誌と

読者の距離は自分の投稿によって接近せられるのだと思 うからです｡

今後ますますユニークな特集や,すぼらしい論文が載ることを祈 ります｡

(T｡K.)
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ChemicalAbstract-の収録 について

編 集 部

物性研究-の投稿論文のうち著者が希望する場合にはその英文抄録がChemiGalAb-

stractsに収録されることになりました｡英文抄録の収録 を希望される方は投稿時に数

行のAbstractをつけて下さい｡ (なるべく英文の方が良い｡)又,氏名の読み方をロ

ーマ字で書き添えて下さい｡ これは 1974年 6月号から実施されます｡








	KJ00004751998
	KJ00004751999
	KJ00004752000
	KJ00004752006
	KJ00004752007
	KJ00004752008
	KJ00004752009
	KJ00004752010
	KJ00004752011

